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研究概要

近年、推し活が流行している。
中でもグッズ収納という推し活がSNSを中心に活発に発信されている。

本研究では、グッズ収納の投稿が閲覧者にどのような影響を
与えるのかを研究する。
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現状分析①：推し活の流行

・「推し活」が2021年の新語・流行語大賞にノミネート
・宇佐見りんの長編小説『推し、燃ゆ』

第164回芥川龍之介賞を受賞

「推し活」が近年話題となっている
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現状分析①：推し活の流行(SNSへの投稿)

https://ictr.co.jp/report/20220517-2.html/ https://dentsu-ho.com/articles/7489

推し活の発信場所がSNS中心になった

https://ictr.co.jp/report/20220517-2.html/
https://dentsu-ho.com/articles/7489
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現状分析①：推し活の流行（SNSへの投稿）

ライブ参戦
ライブに足を運んで

楽しむ

聖地巡礼
アニメやドラマで
使用されていた

場所に行く

コラボカフェ
アニメやアイドル等の
コンテンツとコラボした

カフェに行く
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現状分析①：推し活の重要性

「推し」がある若者の96%が「推し」活動によって
気持ちが変化し、楽しさや幸福などを感じていることが

示された（森山・吉岡,2022）。

推し活は肯定的な感情を生み出す
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現状分析①：推し活の重要性

推し活は人生をより良くするもの

「推し」がいて良かった点として
・人生に楽しみができた

・元気をもらえる

などの声がある

※「推しのいる生活に関する実態調査」
調査概要
調査主体：株式会社ファイントゥデイ資生堂
実施時期：2022年4月28日(木)～2022年5月2日(月)
調査手法：インターネット調査
調査対象：①SC調査：全国の15歳～59歳の男女全国の
3,364名 ②本調査：実在の人物の推しがいる15歳～59
歳の男女500名（性年代別に50人ずつ）
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現状分析②：グッズ収納に注目した理由1

コロナ禍により収納の需要が増加
その影響がグッズ収納にも及んでいる

収納や掃除に
こだわりを持つ

部屋を綺麗に
したい

コロナ禍
在宅時間の増加

Google Trends 収納
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現状分析②：グッズ収納に注目した理由2-1

人の収納は
見られない

他者のグッズ収納の
様子を見られるようになった

SNSの普及により他者のグッズ収納が見られるようになった

SNSの普及
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現状分析②：グッズ収納に注目した理由2-2

グッズ収納に関する投稿数や動画の再生回数が伸びている

【実際の投稿の事例】
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現状分析②：グッズ収納に注目した理由3

マイコレシリーズ

100円均一ショップで
販売されている
グッズ収納のための商品

グッズ収納をする人に向けた商品を各企業が販売している

【企業側の事例】

無印良品

既存商品を推し活で
取り入れてもらうよう
ブログで発信
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現状分析②：グッズ収納の定義

定義：グッズを収納したり
飾ったりすること

“＃グッズ収納”がついた投稿を参照

＃グッズ収納



15

現状分析②：本研究の視点

グッズ収納の投稿を見た人にも影響があるのではないか？

グッズ収納をする人 グッズ収納の投稿の閲覧者

高関与
高モチベーション
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先行研究：「推し」・「推し活」に関する研究

ジャンル 概要

植田 (2019) 推し
推しとはアイドルの直接コミュニケーションやヴァーチャル・コミュニケ
ーションを強化し、「推し」としてファンダムを構築するマーケティング
戦略の一つだと捉えている。

大山、長田 (2020) 推し
集団に帰属しつつ、献身的に推しに対して浪費、布教をし、グッズを蒐集
していくことでより対象にハマっていくという構造をみることができる。

宮﨑 (2020） 推し
「推し」という言葉を使う個々人それぞれの「推し」に対する意識の違い
と、その意識から生じる、「推し」にかかわる消費行動の合理化(行為の
正当化のための意味付け)の仕組みについて。

「推し」・「推し活」に関する先行研究はあるものの、
『「グッズ収納」と「推し活」』に関する先行研究は見当たらなかった
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先行研究：「投稿」に関する研究

「投稿」が他者へ影響する先行研究はあるものの、
「グッズ収納」と関係した先行研究は見当たらなかった

ジャンル 概要

渡辺 桐村(2018） 投稿
SNSの写真付き投稿データから，観光客の観光地に
対する関心やイメージの時系列変化を分析・考察

滝本ら (2016) 投稿
提案手法より，客観的な情報により検索できるような
地域の他，大勢の人の主観的体験に基づいて類似し
た地域を検出することができることを確認した。

下田 笠置 (2021） 投稿

SNS上で非言語的 ・ 言語的メッセージの自己呈示内
容が矛盾した投稿を見たとき、非言語的メッセージの
方が相対的に重視されやすく、投稿者に抱く印象に
影響を及ぼすだろうという予測は一部支持された。
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先行研究：「収納」に関する研究

ジャンル 概要

Vohs, Redden, & Rahinel
(2013)

収納
整頓された環境では，人々が慣習的で健康的な選択をするよう
に促し，社会的規範に従うのを助け，幸福を高めることによって
生活が改善される可能性がある。

元井 (2021) 収納

片づけ行動が well-being を高めていることが示唆された。この
ことから片づけに満足しているかどうかに関わらず，片づけ行動
を行っていること，あるいは，その過程で well-being が高められ
ているのではないかと考えられる。

「収納」することによって生活が改善される先行研究はあるものの、
「グッズ収納」と関係した先行研究は見当たらなかった
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先行研究：まとめ

推し活や収納、投稿に関する研究は多々見られたが、
それらを「グッズ収納」と関連させた先行研究は見当たらなかった。
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問題の所在

グッズ収納の投稿が閲覧者へ与える影響は
明らかになっていない
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研究目的

グッズ収納の投稿が閲覧者へ与える影響を
明らかにする
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仮説導出①：グッズを使用した投稿

グッズを使用した投稿にはいくつか種類がある
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仮説導出①：グッズを使用した投稿に対する憧れ

どの推し活に対しても「憧れ」を抱く人が多い

推し不在生誕祭 ぬい活 グッズ収納
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仮説導出① 憧れることによる影響

あこがれは他者に意欲と希望を与え、
自分を高める意欲に結びつく(青木・中島,2011)

憧れることによって目標にする

憧れを持つことでそれに近づこうと努力する、
目標・参考にするなどのアクションに結びつく

(木村,2018)
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仮説導出①

しかし、すべての推し活を目標にするわけではない！
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仮説導出①：グッズを使用した投稿(生誕祭)

・推しの誕生日を祝う

・推しのグッズを並べる
・オーダーケーキなどを
用意する

推し不在生誕祭

・洋服、装飾、部屋のレンタ
ル代、ケーキ代、美容代等

↓

経済的障壁が高い



30

仮説導出①：グッズを使用した投稿(ぬい活)

外でぬいぐるみの写真を撮るのは
恥ずかしいという意見がみられる

・推しのぬいぐるみを
連れて出かける

・景色や料理と一緒に
推しのぬいぐるみの

写真を撮る

ぬい活

・持ち運ばなければ
ならない

・人の目が気になる
↓

労力だけでなく
心理的な障壁が高い
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仮説導出①：障壁が目標に与える変化

憧れ

憧れ

困難な目標

目標

障壁
理想の推し活と
自分との差を

感じる
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仮説導出①

目標コミットメントを促進する要因が、目標の価値と自己効力だ
という。このことから、いくらその目標に価値があるからといって、
やみくもに困難な目標にすることは逆効果であることもわかる。

実行可能性に疑いが生じ、自己効力が低下するからである
(鹿毛,2022)。

困難な目標は、その目標に対する意欲が低下する
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仮説導出①：グッズを使用した投稿(グッズ収納)

・自宅でできる

・思い立った時にできる
・人の目が気にならない

・費用が安い

↓

気軽に取り組め、
心理的な障壁が低い

グッズ収納
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仮説導出①：グッズを使用した投稿 まとめ

グッズ収納 推し不在生誕祭 ぬい活

場所 自宅 自宅・ホテル 外出先

手間 かかる かかる かかる

気軽さ ある ない ない

費用 10,000円未満 10,000円～ 交通費、食事代等

グッズ収納は障壁が低い
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仮説導出①：グッズを使用した投稿 まとめ

グッズ収納は障壁が低いから
目標にしやすい！！
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仮説導出①

多くの研究の蓄積から、目標こそがモチベーションに直接
影響を及ぼす要因だということがわかってきた

(鹿毛,2022)。

目標にすることでその推し活に対する
モチベーションが向上するのでは？
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P.６９〜７２
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仮説①

他の推し活の投稿よりグッズ収納の投稿を閲覧した方が
その推し活に対するモチベーションが上がる
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本研究ではグッズ収納の投稿を
閲覧者への影響を研究するP.３
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仮説導出②

グッズ収納のタイプによって
効果は異なるのだろうか？
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仮説導出②：近年の若者の傾向

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000270.000004729.html

近年のインテリアは統一感が重視されている

調査概要
調査主体：株式会社クロス・マーケティング
調査手法： LINEリサーチプラットフォーム利用の調査
調査地域：全国
調査対象： 15～25歳の男女
調査期間： 2021年8月20日（金）～8月24日（火）
有効回答数：本調査100サンプル 【割付】男女が半数ずつになるように回収

若者は部屋のこだわりとして
空間に統一性を持たせる傾向にある

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000270.000004729.html


42

仮説導出②：グッズ収納の方法の違い
SNS上のグッズ収納の投稿を見ると・・・

グッズ収納の方法にも統一感の有無があるのでは？
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仮説導出②：統一感の有無における違い

グッズ収納の投稿の一例

色にまとまりがない

余白をグッズで埋めている

グッズを並べること自体を重視している

グッズと空間の調和が見受けられない
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仮説導出②：統一感の有無における違い

グッズ収納の投稿の一例

色にまとまりがある

余裕のある空間にグッズを配置している

同じ形態のグッズを複数個並べている

グッズと空間の調和が見受けられる
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仮説導出②：グッズ収納の統一感とは？

グッズと空間との調和がとれている

統一感があるグッズ収納
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仮説導出②：グッズ収納に対するモチベーションの変化

統一感があるグッズ収納

統一感があるグッズ収納は取り入れやすい

合わせやすそう

統一感があるインテリア

肯定的
な感情
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仮説導出②

肯定的な感情(幸福,満足,誇り,興味,願望,希望,興奮といったもの)は,
モチベーションにとって重要な鍵であるといえる（田中ら,2004）。
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仮説導出②：グッズ収納に対するモチベーションの変化

合うのかな？
やっても

いいかも！

グッズ収納に対するモチベーションが上がる

肯定的
な感情

モチベーション向上
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５．仮説導出① グッズ収納はほかの推し活の
投稿より目標・憧れをもちやすいP.２４〜３６

６．仮説① 他の推し活の投稿よりグッズ収納の
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仮説②

統一感がないグッズ収納の投稿より
統一感があるグッズ収納の投稿のほうが、

閲覧者のグッズ収納へのモチベーションが上がる



目次

51
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検証：検証の流れ

被験者

ぬい活の
投稿を見せた

グループ

グッズ収納の
投稿を見せた

グループ

生誕祭の
投稿を見せた
人のグループ

統一感がない
収納の投稿を

見せたグループ

統一感がある
収納の投稿を

見せたグループ

〈仮説①〉
推し活に対する

モチベーションの上がり幅を比較

〈仮説②〉
グッズ収納に対する

モチベーションの上がり幅を比較



検証：仮説① 検証テーマの選定理由

「鬼滅の刃」公式ポータ
ルサイト (kimetsu.com)
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・近年、爆発的な人気を博したため
推し活の投稿が多く、検証画像を選定しやすかった

・知名度が高く、作品を見たことはなくても
存在を認知している人が多く、興味を持つ人が多い

https://kimetsu.com/
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検証：仮説① 調査概要

調査目的：『鬼滅の刃』に関する「グッズ収納」、「生誕祭」、「ぬい活」に
関する投稿を３グループに分けて見せ、それぞれの推し活に
対するモチベーションの向上度合を調査

調査対象：​Googleフォームのアンケート回答者
『鬼滅の刃』に対してある程度興味がある人

調査期間：2022年12月2日～12月3日
調査方法：Googleフォームを使用、

SNS・大学・アニメイト池袋店で収集

サンプルサイズ：​206人(有効回答数171人)
分析方法：対応のあるｔ検定
独立変数：グッズ収納の投稿を見るかその他の投稿を見るか
従属変数：その推し活に対するモチベーションの向上度合

池袋のアニメショップ・専門店 -アニメイト

池袋本店 (animate.co.jp)

https://www.animate.co.jp/shop/ikebukuro/
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検証：仮説① 検証方法
グッズ収納 生誕祭 ぬい活

各グループにこれらの投稿を見る前と後で
「あなたは『鬼滅の刃』という作品に、どのくらい

時間、労力、お金をかけたいと思いますか？」と質問



検証：仮説① 結果予想

他の推し活の投稿よりグッズ収納の投稿を閲覧した方が
その推し活に対するモチベーションが上がる

〈予想〉

56



検証：仮説① 検証結果
〈グッズ収納〉

【有意確率】
.519

〈生誕祭〉

0.24 【有意確率】
.026

〈ぬい活〉

0.04 【有意確率】
.622

仮説①は棄却された
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ｎ値 平均値

投稿を見る前 79 2.35

投稿を見た後 79 2.42

0.07

ｎ値 平均値

投稿を見る前 46 2.48

投稿を見た後 46 2.72

ｎ値 平均値

投稿を見る前 46 2.2

投稿を見た後 46 2.24
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検証：仮説② 調査概要

調査目的：統一感があるグッズ収納と統一感がないグッズ収納を比較し、
グッズ収納に対するモチベーションの向上度合を調査

調査対象：Googleフォームのアンケート回答者
『鬼滅の刃』に対してある程度興味がある人

調査期間：2022年​12月2日～12月3日
調査方法：Googleフォームを使用

SNS・大学・アニメイト池袋店で収集

サンプルサイズ：104人(有効回答数79人)
分析方法：独立したサンプルのｔ検定
独立変数：統一感の有無
従属変数：グッズ収納に対するモチベーションの向上度合

池袋のアニメショップ・専門店 -アニメイト

池袋本店 (animate.co.jp)

https://www.animate.co.jp/shop/ikebukuro/
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検証：仮説② 検証方法
統一感なし 統一感あり

統一感があるグッズ収納の投稿を見せたグループと
統一感がないグッズ収納の投稿を見せたグループ

それぞれに「あなたは『鬼滅の刃』という作品に、どのくらい
時間、労力、お金をかけたいと思いますか？」と質問



検証：仮説② 結果予想

統一感がないグッズ収納の投稿より統一感があるグッズ収納の
投稿のほうが、閲覧者のグッズ収納へのモチベーションが上がる

〈予想〉
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【有意確率】

.054
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検証：仮説② 検証結果

ｎ値 平均値

投稿を見る前 38 2.39

投稿を見た後 38 2.68

〈統一感がある収納の投稿〉

〈統一感がない収納の投稿〉

ｎ値 平均値

投稿を見る前 41 2.32

投稿を見た後 41 2.17

0.15

【有意確率】
.244

５％には届かなかったが
10％水準では支持された

0.29
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検証：結果のまとめ

他の推し活の投稿よりグッズ収納の投稿を閲覧したほうが
推し活に対するモチベーションが上がる

→53％の有意確率で棄却

統一感がないグッズ収納の投稿より統一感があるグッズ収納の
投稿のほうが、見た人のグッズ収納へのモチベーションが上がる
→有意確率5.4％で5％には届かなかったが、10％水準で支持

仮説１

仮説２
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検証：仮説①の棄却理由

・グッズ収納の中でも、統一感がある投稿と統一感がない投稿が
混ざっていたため、データがうまく抽出できなかった可能性がある。

・モチベーションの向上度合が投稿を閲覧する前と後で
変わらない人が多かった。

・対面とSNSで調査対象の回答の質に違いがあった可能性がある。
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学術的インプリケーション

従来の研究では、推し活や収納、投稿に関するものは多々
見られた。しかし、それらを「グッズ収納」と関連

させたものは見受けられなかったため、そこに焦点を当てた。
その結果、統一感があるグッズ収納の投稿の方が、

統一感がないグッズ収納の投稿よりもグッズ収納に対する
モチベーションを向上させることを明らかにした。
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実務的インプリケーション

・営利目的のECサイトに掲載されても、
UGCは商業的意図を感じない。

・企業が新しい提案をするとき、ECサイトに
UGCを活用するべきである。

(藏本・三枝・林・吉田,2021)

UGCを活用し、統一感があるグッズ収納の閲覧場所を設ける

ECサイト
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実務的インプリケーション

TJ

TJ

統一感があるグッズ収納を増やすための収納グッズの販売

例〉Tajima JAPAN

・シンプルなロゴをワンポイントにする
・シリーズ化にする
・色を統一させる
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実務的インプリケーション

統一感があるグッズ収納の投稿をコンテンツ側が閲覧場所を
設けることで、統一感があるグッズ収納の閲覧者を増やすべき

である。また、統一感があるグッズ収納を促すために、
コンテンツ側がグッズ収納の商品を販売するべきである。
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